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活活動(Activities of Daily Living；ADL) への影響を明らかにするとともに、対応と介入について提言
する知見を得ることを目的とした。 
(対象と方法) 
対象は、介護保険施設に入所中の認知症高齢者 134名(男性 40名、女性 94名)で、平均年齢は 81.3±9.1
歳である。対象者に求められる要件は、医師による認知症の診断を受けていること、基本的なコミュニ
ケーション能力があること、そして歩行能力があることとした。 
 基本調査として認知機能はMini-Mental State Examination(MMSE)を用い、身体機能は握力により




た。次に、転倒恐怖の測定は Visual Analog Scale (VAS)、Faces Pain Rating Scale (FPRS)を、転倒せ
ずに ADLを行う自信の測定は Falls Efficacy Scale (FES)を用いた。初回調査の 10日後に転倒の記憶
と VAS、FPRSについて再び回答を求め、回答の信憑性について調査した。 
 統計解析は統計解析ソフト SPSS15.0J を用いた。転倒経験 (転倒既往、転倒の記憶)の有無による比



































平成 27 年 1 月 7 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
